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宮古島市に於ける地下水、農業用水そして水道水のネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬 

による汚染の実態と健康影響への懸念 

                            宮古島地下水研究会 

                         

 

【要旨】 

地下水は、宮古島市の唯一の水資源であり、水道水や農業用水として利用している。この貴重な地下水を保全・

利用する為、地下水保全条例や地下水利用基本計画を制定してきた。しかし、この１０年で、自然・社会環境の

激変があり、地下水複合汚染のリスクが増加し、健康への影響が懸念される状態になってきた。特に化学農薬は、 

県下でも有数の使用量である。EU では、健康影響の懸念から、予防原則のもとに使用が禁止されているネオニ

コチノイド系やフェニルピラゾール系農薬がこの１０年前から多く使用されている。４つの地下ダム止水壁に 

より自然の水循環が遮断され、地下水汚染物質の希釈や浄化機能が低下している環境下にある。化学農薬等環境

化学物質による地下水汚染は、当然、起こりうる。しかし、県や市では、ネオニコチノイド系農薬の地下水濃度

測定を行っていない。私達宮古島地下水研究会は、ネオニコチノイド系農薬やフェニルピラゾール系農薬による

地下水、農業用水、水道水汚染の実態を明らかにするため、市内１０か所で採水し濃度分析を行った。１０か所

中、９か所でネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬が検出された。最も使用されているクロチアニ

ジン（ダントツ）、ジノテフラン（スタークル）は水道水を含む９か所で検出された。９か所で、３種類以上の 

農薬が検出された。合計農薬濃度は、山川湧水、アナガー湧水、嘉手苅湧水、北ウナトー井戸で 140～187ng/L

と畑作の多い地域で高い濃度を示した。 

驚くべきことに、下里の水道水では、クロチアニジン 21.7ng/L、ジノテフラン 21.2ng/L、フィプロニル 2.3ng/L 

合計 45.2ng/L 検出された。これらの化学農薬による水道水・地下水の広汎な複合汚染の実態を示す結果であっ

た。ネオニコチノイド系やフェニルピラゾール系農薬、有機リン系農薬、グリホサートの慢性的暴露はそれぞれ

単独でも自閉症スペクトラム障害の発症リスクとなる。これらの農薬は、人の疫学研究や動物実験の論文を総合

的に解析した結果、発達神経毒性を有し胎児や小児の脳に悪影響を及ぼす可能性がある。 

これらの化学農薬成分を含む水道水を毎日飲んでいる妊婦（胎児）や小児への発達神経毒性の閾は十分明らかに

なっていない。たとえ微量であっても、今回水道水で検出された３種類の成分の相互作用により、複合毒性が 

高まる可能性があり、健康影響のリスクが非常に高い。私たちの最新の調査で、クルマエビが全滅した養殖池に

おいて、複数のネオニコチノイド系やフェニルピラゾール系農薬が残存飼育水や底砂から検出された。これらの

農薬のクルマエビ全滅への関与は、もはや疑う余地はない。「沈黙の春」や「水俣病」で学んだ、ヒトへの健康 

影響への警鐘と捉えるべきだ。市や県は、農家に使用を後押ししているこれらの農薬に対するモニタリング 

体制を早急に整える責任がある。農薬管理の基礎となる考えは、予防原則である。今回の地下水・水道水での 

複数の農薬の検出は、予防原則の「ヒトに健康影響を及ぼし自然環境に重大あるいは回復不能な影響を及ぼす 

可能性がある場合は、科学的に因果関係が十分証明されない状況でも規制措置を可能にする」に該当する。農業

従事者、行政、市民、研究者等ステークホルダーによる地下水複合汚染を防ぐための協働管理の仕組みをつくり、

地下水ガバナンスを確立する必要がある。 

 

はじめに） 

 地下水は、環境容量の小さな島嶼にある宮古島市の唯一の水資源である。水道水や農業用水として利用して 

いる。この貴重な水資源を保全・利用する為、宮古島地下水保全条例に於いて、市民の公共的資源である“公水”

と規定している。１９９０年代に世界でも類を見ない地下ダム建設による農業用灌漑用水の確保により、繰り返
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す旱魃による“水なし農業”から脱却した。耕作面積の増加に伴う収量増加や経済的恩恵をもたらし、現在、県下 

でも有数の農作物生産地となっている。それと並行して化学農薬や化学肥料の使用量も急速に増加した。平成 

２６年度宮古島市地下水水質保全調査報告書によれば、宮古島市の農薬供給量は５２０トンと県全体の２４％を

占めた（図５）。国や県そして市は「さとうきび増産プロジェクト」での株出し栽培普及を農家に推進した。 

２００７年、株出し栽培のアキレス腱となっていた土壌病害虫駆除に、画期的に効果を発揮するフェニルピラゾ

ール系農薬のフィプロニル（プリンスベイト剤）が開発され利用可能となった。国や県からの補助金交付もあり、

安全性・有効性に問題の大きい有機リン系農薬に代わり一気に使用が増加した。２０１３年には、国内出荷量の

３７％を占める２０６トンがこの狭い宮古島市に集中的に供給された。その後株出し栽培が収量増加につながら

ず、市による夏植え栽培等への回帰農業政策により、２０１８年時点で年間約４０トンと供給量は減少している。

それでも、国内出荷量の約 10％を占めている（図６）。従来頻用されてきた有機リン系農薬は、耐性や人体への

毒性の問題があり、欧米では使用禁止となっている。これに代わるのが、１９９０年代開発された神経毒性、 

浸透移行性、残留性、水溶性の特徴を兼ね備えるネオニコチノイド系農薬である。有機リン系農薬に比べ病害虫

に対しより強力な効果を発揮し、標的害虫以外には大きな影響を及ぼさないとのセールスポイントで、世界中に

普及した。２０１４年頃から宮古島市でも使用が増加し、２０１９年度年間供給量は 15.4 トンで、県内販売量の

１３％、全国出荷量の３％を占める。ネオニコチノイド系農薬は６種類使用されている。最も使用されているの

は、ＥＵなどで使用禁止されているクロチアニジン（商品名：ダントツ）が年間１０トンと全体の三分の二を占

める（図７，図８）。欧米では禁止されている有機リン系農薬も、年間８トン供給されている（図９）。除草剤と

して広く使用されているグリホサート（ラウンドアップ）の年間供給量は２トンである（図 10）。農薬使用大国

日本を象徴するように、これらの農薬が狭い宮古島に集中的に散布されているのが、現状である。ネオニコチノ

イド系及びフェニルピラゾール系農薬そして除草剤グルホサートは、標的生物のみならずヒトでも共通する神経

伝達経路の受容体に結合し神経毒性を発揮する。標的昆虫に強い選択的結合力を有し、哺乳類と比べ数十倍から

数百倍高い。しかし、ヒトでの毒性を考えた場合、受容体に低親和性であっても結合し作用を持つことであり、

生体内での高い反応性を示す可能性が指摘されている。低濃度長期暴露により、ヒトの胎児や乳幼児の脳の発達

に影響を及ぼす可能性が高い。ＥＵなどでは予防原則の観点から、禁止の方向となっている（表３）。 

 我が国では、これらの農薬の使用量が増加しているにも関わらず、いまだ水道水質管理目標設定項目にすら 

入っていない。先進的な１０を超える自治体では、河川水等のネオニコチノイド系農薬のモニタリング調査を行

っている。一方、これらの農薬を、日本で最も多く使用している地域にも関わらず、沖縄県ではいまだに測定系

すら確立されていない。この地域でのもう一つの問題点は、４か所の地下ダム止水壁により、地下水の海への 

流出が人工的にせき止められていることである。地下水や河川が、自然の水循環にある場合は、化学農薬は浄化

や希釈作用により、濃度が減少し海に放出される。しかし、止水壁で地下水の流れが遮断されている為、化学農

薬の蓄積や濃縮等により、持続的に地下水中の農薬濃度が増加する懸念がある。大雨時は、仲原地下ダム施設群

の地下排水トンネルから、最も重要な白川田水源流域に、農薬を含む排水が排出され、この流域の地下水汚染を

引き起こす可能性がある。このように、宮古島市は、日本で一番ネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系

農薬を使用しており、加えて地下水汚染が起こりやすい環境にある。これらの化学農薬による地下水汚染は、 

必然の様相を呈している。 

私達地下水研究会は、ネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬の地下水水質への影響を調べるため

に、２０２０年１０月予備調査を行った。その結果、クロチアニジンが痕跡も含めると１０か所中８か所で検出

された。驚くべきことに下里の水道水で 22ng/Lと痕跡ではあるが検出された。水道水の原水である地下水の 

農薬による汚染が広範であることを示唆する結果である（表１．）。 

この結果を確認するために２０２１年１１月、研究会独自で、１０か所から採水し、地下水、水道水、農業用水、
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農業用排水路排水のネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬濃度調査を行った。測定を農民連食品 

分析センターに依頼した。 

 

表１．地下水・水道水・農業用水中ネオニコチノイド系農薬濃度(ng/L) 

 クロチアニジン ジノテフラン アセタミプリド イミダクロプリド チアクロプリド チアメトキサム ニテンピラム 

城辺山川湧水 112 67 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

下地咲田川湧水 痕跡(45) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

下地嘉手苅湧水 97 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

狩俣スガミノガー 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

伊良部フナハガー 痕跡(29) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

上野アナガー 痕跡(39) 痕跡(35) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

平良水道水 痕跡(22) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

城辺スプリンクラー 痕跡(28) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

下地スプリンクラー 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

平良更竹 C 井戸 痕跡(44) 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 

※液体クロマトグラフ質量分析器で測定：定量下限値 63ng/L 検出下限値 21ng/L 

 

【材料と方法】 

表２に示す 10 か所の試料分析を、農民連食品分析センターに委託した。 

液体クロマトグラフ質量分析器を用い、試料についてネオニコチノイド系農薬（クロチアニジン、ジノテフラン

アセタミプリド、イミダクロプリド、チアクロプリド、チアメトキサム、ニテンピラム）、フェニルピラゾール系

農薬（フィプロニル、クロラントラニリプロール等）１４の成分の農薬残留一斉分析を行った。 

分析条件：測定装置  島津製作所 超高速トリプル四重極型質量分析器 LCMS-8050 

          分離カラム Kinetex Biphenyl (100x2.1mm,2.6μm) 

          測定モード ESI（＋/－）/MRM 法」による。 データ処理 LCMS Solution による解析  

定量下限値：ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ、ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ 25ng/L 左記以外は 2ng/L 

表２．試料採取場所 

                             

採水地点 地域 用途 

１．咲田川湧水 下地 旧水源 

２．嘉手苅湧水 下地 農業用 

３．前浜の井戸 下地 農業用 

４．アナガー 上野 史跡 

５．北ウナトー井戸 上野 古井戸 

６．山川湧水 城辺 文化財 

７．水道水 下里 飲用 

８．福里地下ダム 城辺 貯留水 

９．保良ガー 城辺 湧水 

１０．更竹 C井戸 平良 農業排水路 

１ 

2 

3 

4 

 

8 

9 

 

5 

10 

６ 
７ 



4 

 

【結果】 

採水試料１０か所中、９か所でネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬が検出された。 

最も使用されているクロチアニジン（ダントツ）、ジノテフラン（スタークル）は水道水を含む９か所で検出され

た。９か所の試料で、３種類以上の農薬が検出された。合計農薬濃度は、山川湧水で 187/ng、アナガー湧水で

185.9ng/L、嘉手苅湧水で 142.3ng/L、北ウナトー井戸で 157.9ng/Lと畑作の多い地域で高い濃度を示した。 

驚くべきことに、下里の水道水では、クロチアニジン 21.7ng/L、ジノテフラン 21.2ng/L、フィプロニル 2.3ng/L 

合計 45.2ng/L 検出された。前浜の井戸は、化学肥料施肥と関連する硝酸性窒素が時期により 10mg/L を超える

ことがある。今回の調査で農薬は検出されていないが、原因に関して今後検討が必要である。化学農薬による 

水道水・地下水の広汎な複合汚染の実態を示す結果であった。（図１．）。 

図１．宮古島市の地下水・農業用水・水道水中ネオニコチノイド系及びフェニルピラゾール系農薬濃度(ng/L) 

 

 

【考察】 

河川中のネオニコチノイド系やフィプロニル濃度は、１０以上の自治体の環境研究センター等で測定され、 

多数の河川での検出が報告されている。しかし、地下水や水道水での測定事例は非常に限られている。 

林等によれば、岐阜県 A 市の個人宅浅井戸（８m）で、総ネオニコチノイド系農薬濃度が 30ng/L を示した（１）。 

三宅等の報告によれば、尼崎市内 10 点で採水を行い 2 点でネオニコチノイド系農薬が検出された。地下水１で、

クロチアニジン 8.6ng/L、ジノテフラン 2ng/L、地下水２でジノテフラン 0.7ng/Lであった（２）。 

亀田等の行った「ネオニコチノイド系農薬の地下水汚染調査プロジェクト」調査結果によれば北関東の畑が 

近接する井戸で、チアメトキサムが 427ng/Lと例外的に高い値を示している以外、50ng/Lを超える地下水は 
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ない。ネオニコチノイド系農薬の総量も、北関東の例を除いて、18.3～72.7ng/L の範囲である（３）。 

水道水中のネオニコチノイド濃度の報告は、佐藤学等の報告のみで、神奈川県内公園の水道蛇口からの採水で、

イミダクロプリド 26ng/L、クロチアニジン 7mg/L、ジノテフラン 5ng/Lが検出された（４）。 

私たちの調査は、主要作物であるサトウキビの農薬散布が行われる２月株出し時や７月夏植え時期ではない 

１１月の時点で行った。５種類以上のネオニコチノイド系やフェニルピラゾール系農薬が検出され総濃度が

140ng/L～187ng/Lを示した地下水採水点が４か所も認められた。嘉手苅湧水では、フィプロニル 6.1ng/L が 

検出された。これは、水道水質基準 500ng/Lの 1.2%に相当する。 

佐藤らによれば、降雨後河川のネオニコチノイド系農薬イミダクロプリド濃度は、８～１０倍に増加することが

報告されており（４）、地下水でも同様な現象が起こる可能性がある。農薬散布時、降雨後など、季節的モニタリ

ング調査が必要である。 

 

【ネオニコチノイド系農薬のヒト及び哺乳類への影響】 

１．哺乳類への影響 

２０２１年１１月６日に放映された TBS 報道特集「ネオニコチノイド系農薬 人への影響は」の中で、神戸

大学の星信彦教授の研究結果の映像は衝撃的な内容でした。若い雄マウスに無毒性量のクロチアニジンを投与す

ると、活発に動き回るコントロールマウスに比べキーキーと鳴き声を発し身動きしない不安行動を示した（５）。

オリジナルの論文では海馬など脳の異常が確認された（６．）。 

無毒性量のネオニコチノイド（クロチアニジン）を餌に混ぜ、母獣マウスに妊娠１日目から離乳（３週令）ま

で自由摂取させた。無毒性量のクロチアニジンの胎仔・授乳期暴露は、神経回路形成期の神経発達を阻害した。

生まれた雄マウスは暴露直後に、不安様行動を惹起し、その後暴露がないにもかかわらず成年期には自発運動量

が増加するなど行動異常を引き起こした。継世代影響として雌マウスでは、エストゲン関連経路の活性化阻害が

認められ「食殺及び育児放棄」の頻度が世代を経る毎に増加し、継世代的影響を及ぼす事が明らかになった（７）。

妊娠ラットにクロチアニジンを経口投与すると、投与１時間後胎仔に移行し、母ラットと同程度の血中クロチア

ニジン濃度を示した（８）。母マウスに無毒性量のクロチアニジンを胎仔期から授乳期に投与すると、生まれた 

雄マウスの生殖細胞が顕著に減少した（9）。マウスにごく低用量のイミダクロプリドを高カロリー食と共に投与 

すると肥満度を高め、インスリン抵抗性を高率に起こした（１０）。雄ラットにクロチアニジンを２８日間経口 

投与すると腸内細菌叢や免疫系に異常が起こった（11）。ラットの発達期神経細胞培養系にアセタミプリド、 

イミダクロプリドを１μM 以上投与するとニコチン類似の興奮作用を起こした（12）。 

ラットの発達期神経細胞培養系にアセタミプリドやイミダクロプリドを低用量で長期投与すると、自閉症関連 

遺伝子など脳発達に重要な遺伝子発現に異常が生じた(13)。ヒトの脳内では、ニコチン様アセチルコリン受容体

(nAChR)は、記憶・学習・認知などの高次機能に関与し、ヒトの脳発達では、nAChR が妊娠初期から発現し、

細胞増殖、分化、シナプス形成等脳発達に関わることが報告されている（14）。 

ニコチン性アセチルコリン受容体は、脳神経系のみならず、免疫系、生殖系、内分泌系等多様な臓器で重要な 

機能を持つ。有害成分のニコチンと類似物質であるネオニコチノイドは、「偽神経伝達物質」としてニコチン性 

ＡＣｈ受容体に結合し標的臓器の機能を攪乱する。発達期脳神経細胞に対する神経毒性による高次機能障害のみ

ならず免疫・生殖・内分泌毒性が報告されている。ヒトと齧歯類（マウス、ラット）のニコチン性 ACh 受容体

は、９０％の相同性があり、齧歯類の結果はヒトでも起こりうる。 

 

２．ヒトへの影響 

クロチアニジン、イミダクロプリドはヒトのニコチン性アセチルコリン受容体に興奮作用を起こし、アセチル
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コリンの正常な反応を阻害する（15）。日本人の低出生体重で出産した新生児の尿にアセタミプリドの代謝産物

が検出された。母親が暴露したアセタミプリドの代謝産物が胎盤を通過し胎児への移行が明らかになった。胎児

期及び新生児期は神経発達に重要な時期であり、子宮内で胎児に移行・蓄積したネオニコチノイド及び代謝産物

の神経発達毒性の可能性を検討する必要がある（16）。低出生体重は、自閉症などの発達障害や糖尿病などの 

健康障害のリスク因子である。熊本市の妊婦１０９人を対象に、尿中クロチアニジン及びチアメトキサム濃度を

測定したところ、約８割で検出された。他の地域に比較して非常に多い（17）。ネオニコチノイド系農薬暴露に

より亜急性中毒が疑われた事例として、群馬県で松くい虫防除にアセタミプリドを、１か月間地上散布後に、 

ニコチン中毒様症状（原因不明の頭痛、全身倦怠感、動悸/胸痛、筋痛/筋脱力/筋痙攣腹痛、発熱、姿勢時振戦、

近時記憶障害及び心電図異常）を有し、ネオニコチノイド系農薬暴露との関連が疑われた（18）。経口被爆に 

よる亜急性中毒例として、同じ地域で果物、野菜、茶飲料の連続摂取後、ニコチン中毒様症状（頭痛、動悸、 

手の震え、記憶障害）を発症し、患者尿からネオニコチノイド系農薬の代謝産物が高濃度検出された。ネオニコ

チノイド系農薬成分残留食品の連続摂取が発症の原因と考えられた（19）。ネオニコチノイド系農薬が発達神経

毒性物質であるニコチンと類似した作用を有することは非常に重要である。ニコチンの害は禁煙すれば回避でき

るが、ネオニコチノイド系農薬は食品経由で摂取することが多く避けることが難しい。 

 

３．化学農薬と疾患との関連性 

①ネオニコチノイド系農薬、フィプロニル、グリホサート慢性的暴露は自閉症スペクトラム障害の発症リスク 

となる。ニコチン、有機リン系農薬は既にヒトに対し神経発達毒性を有することが明確になっており、自閉症

や ADHD(注意欠如・多動症)、知的発育や作業記憶能力低下との関連が強く疑われている。ネオニコチノイド系

農薬も低濃度長期暴露による発達神経毒性から、胎児や小児の脳発達に悪影響を与える。この２０年で使用が 

急増しており、自閉症や ADHD などの発達障害発症との関連が強く疑われている。そのほかにヒトへの神経 

発達毒性の懸念がもたれているのが、除草剤として頻用されているグリホサート（ラウンドアップ）やフィプロ

ニル（プリンス）等のフェニルピラゾール系農薬である（20）。オルガノ等は、人の疫学研究や動物実験の論文を

総合的に解析した結果、脳に悪影響を及ぼす有機塩素系、有機リン系、ピレスロイド系農薬に加え、ネオニコチ

ノイドやグリホサートが自閉症の発症に関わっている可能性を指摘した（21）。２０１２年の OECD 加盟国の自

閉症、広汎性発達障害（現在自閉症スペクトラム障害に統一）の有病率と農薬使用量の国際比較をみると単位面

積当たり農薬使用量と自閉症等の有病率は相関しており、特に日本と韓国が極めて多い（図２．）自閉症等発達障

害児童数とこの２０年間急速に使用量の増加したネオニコチノイド系農薬出荷量が相関している（図３．４．）。 

                 図２．自閉症・広汎発達性障害の有病率と農薬使用量 
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図３．ネオニコチノイド系農薬出荷量       図４．自閉症等発達障害を有する児童生徒数の推移 

 

自閉症スペクトラム障害には、自閉症、ADHD（注意欠如/多動性障害）、LD（学習障害）が含まれる。 

図３，４に示すように、この１０年間でネイニコチノイド系農薬出荷量増加に相関して、自閉症は約３倍、ADHD

約６倍、LD が約５倍と増加している。２０１２年我が国の自閉症などの発達障害は人口１万人あたり１８０人

であった。２０２０年、５歳児の発達検診結果をもとに、日本における調整有病率を 3.22%（人口１万人あたり

３２２人）とこれまで想定された有病率より約２倍高いことが斎藤等から報告された(22)。自閉症スペクトラム

障害の発症基本メカニズムは共通で、特定の脳高次機能に対する機能不全と考えられており、遺伝的要因よりも

環境要因が増加の主な原因であることが確定的になってきた（20）。 

 

②肥満・メタボリック症候群・糖尿病の発症リスクの可能性 

ヒト脂肪細胞、肝細胞、筋管細胞等の培養細胞系において、ネオニコチノイド系農薬成分イミダクロプリドは、

インスリン抵抗性を惹起する（23）。更に動物実験で、脂肪量増加やインスリン抵抗性の増強が生じることが 

報告されている(10)。最近の疫学研究に於いてグリホサートが、成人において肥満や 2 型糖尿病の増加と関連し

ている事を報告している（24）。２０２２年米国成人の疫学調査で、ネオニコチノイド系農薬のイミダクロプリ

ド及び代謝産物の尿中濃度とインスリン分泌低下が相関していることを報告している(25)。 

更に最近の報告（26）では、「肥満やメタボリックシンドロームの増加は、カロリー摂取の増加や運動量の減少

により促進されると考えられてきた。しかし、肥満の著しい増加傾向を説明するには不十分である。環境中の合

成化学物質への曝露が、メタボリックシンドロームの病因や病態に影響する事を示唆する数多くの科学的根拠が

報告されている。食物に残留しているイミダクロプリド（ネオニコチノイド系農薬）、グリホサート、有機リン系

農薬が、肥満やメタボリックシンドロームの進展に関与している科学的根拠がいくつも報告されている。大事な

ことは、胎児期や幼児期の曝露が、のちの肥満やメタボリックシンドロームのリスクとして、重大な影響を及ぼ

すことである。」と警告している。以上の様に、化学農薬暴露はインスリン抵抗性増加とインスリン分泌低下の

両方に関与し、肥満・メタボリックシンドロームそして糖尿病の重大なリスクとなる可能性が強い。 

 

③有機リンやグリホサート暴露による中枢性神経障害によるパーキンソン病発症リスク 

パーキンソン病発症と有機リン系農薬暴露との関係は明らかになっている。２０１２年フランスでは、農業従事

者の職業病と認定された。有機リン系農薬は EUでは既に登録抹消となっているが、日本ではいまだに使用され

ている。Eriguchi 等は、致死量に近いグリホサートを経口摂取したことによりパーキンソン病を発症した症例を

報告している。これまでの疫学的報告から、グリホサートによる中枢神経障害が、パーキンソン病発症に関係し
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ているとしている（27）。2020 年、グリホサート暴露により実験動物の脳内ドーパミンニューロンへの毒性が 

生じ、パーキンソン病の環境リスクである可能性を示す報告があった。(28)。 

 

④農薬由来慢性腎臓病発症のリスク 

グルホサートは、カルシウムや鉄などの金属を多く含む硬水中では、これらと反応しキレート化する。その 

結果、難分解性となり数年も残留する。スリランカの北東乾燥地帯は、農業用水として重金属を含む硬度の 

高い地下水を利用しグリホサートを多用する稲作地帯である。この地域で原因不明の慢性腎臓病が多発していた。

最近の研究は、グリホサートが硬水に含まれる重金属をキレート化し、難分解となり腎臓に蓄積し腎毒性が高ま

り慢性腎臓病を引き起き起こしたと報告している。新しい原因の慢性腎臓病であるスリランカ人農業由来慢性 

腎臓病と命名された(29)。Kumiko T 等はスリランカの同地域において、原因不明の慢性腎臓病患者の尿のネオ

ニコチノイド系農薬濃度を測定し増加を認めた。原因の１つとして、使用されているネオニコチノイド系農薬 

暴露による腎尿細管障害の関連を報告した（30）。 

 

【宮古島市の化学農薬使用の実態】 

図５．平成２５年度農薬販売量（トン）      図６．フィブロニル年間供給量の推移（トン） 

 
 

図７．ネオニコチノイド系農薬種類別年間供給量（トン） 図８．ネオニコチノイド系農薬年間供給量（トン）  
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図９．有機リン系及びネオニコチノイド系農薬年間 

   供給量の推移（トン）            図１０．グリホサート年間供給量（トン） 

  

 

【各国のネオニコチノイド系及びフィプロニルの使用禁止・制限状況】 

表３．各国のネオニコチノイド系農薬使用禁止状況（神奈川県環境科学センター調査研究部資料） 

 チアメト

キサム 

イミダク

ロプリド 

クロチア

ジニン 

アセタミ

プリド 

ジノテフ

ラン 

チアクロ

プリド 

ニテンピ

ラム 

フィブロ

ニル 

EU ×禁止 ×禁止 ×禁止 〇 ×未承認 〇 ×未承認 ×失効 

フランス ×禁止 ×禁止 ×禁止 ×禁止 ×未承認 ×禁止 ×未承認 ×禁止 

アメリカ ×禁止 ×禁止 ×禁止 〇 △新規 

登録禁止 

〇 ×未承認 〇 

日本 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

４．宮古島の地下水・水道水の化学農薬による地下水複合汚染による健康影響 

私たち研究会独自の調査で、クロチアニジン等のネオニコチノイド系農薬やフィプロニル等フェニルピラゾー

ル系農薬が、島の広汎な地点で採水した地下水のみならず市内の水道水から検出された。驚くことに３種類の 

化学農薬が水道水で微量ながら検出され、水道水汚染の懸念が現実となった。農薬による広範な地下水汚染が 

広がっている。水道水はこの地下水を原水として利用しており、当然の結果である。EU を中心に多くの先進国

で禁止や使用制限（表３）のあるこれらの農薬を宮古島市では、日本で最も多く使用している。地下ダムの止水

壁により自然の水循環による浄化作用が十分でないこの地域での地下水複合汚染は、ある意味必然と言える。 

私たちは、たとえ微量であっても複数の汚染化学物質を含む水道水を毎日飲んでいる。これらの農薬の残留して

いる食物を、知らずに毎日食べている可能性すらある。「これらの新しい農薬は、害虫には良く効くが、人には 

安全」との国からのお墨付きを信じて疑わない農家の方々は、知らないうちに直接暴露による健康影響を受けて

いるかもしれない。飲水や飲食により体内に入った複数の化学農薬成分や代謝産物は相互に反応し毒性が高まり、

健康影響リスクも増加する。これらの化学農薬の代謝産物は、親物質より数百倍の強い毒性を呈する場合もある

(27)。わが国では、ネオニコチノイド系農薬の安全神話のもと、いまだに明確な水道水質基準や複数の農薬濃度

の総量規制の基準さえ設定されていない。宮古島市では、これだけ多量に使用されているにも関わらず、市独自

の農薬水質検査項目に含まれておらず地下水濃度を測定していない。農薬の複合汚染による影響評価がどうして

も必要である。私たちの大切な子供たち、とくに胎児は、これらの農薬の毒性に敏感である。胎児期の脳発達の

14 14 14

10
9 87

9 9

15
14

15
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有機リン系殺虫剤

2.1
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2.1
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大事な時期に発達神経毒性をきたすネオニコチノイド系農薬、フェニルピラゾール系農薬そしてグリホサート、

さらに有機リン系農薬が、母親から胎児に移行し集中暴露に晒される。これらの化学農薬暴露と自閉症スペクト

ラム障害発症の関連が疑われている。４種類の神経発達毒性成分に晒された子供たちが将来、これらの発達障害

を発症するリスクは非常に高い。専門家による子供たちの発達障害の疫学調査やこれらの農薬の尿中濃度測定を

早急に行い、対策を考える必要がある。 

 宮古島市は、子供や成人の肥満、メタボリック症候群、２型糖尿病が全国でもトップレベルの多さである。 

過食、運動不足、アルコール多飲等生活習慣が主因と考える。ネオニコチノイド系農薬やグリホサートは、 

インスリン抵抗性を増加させ肥満、メタボリック症候群、２型糖尿病発症のリスクとなることが報告されている。

これらの農薬への慢性的暴露が、肥満やメタボリック症候群、2 型糖尿病発症の増悪因子となっている可能性は

否定できない。医学的、疫学的調査が必要である。 

 農業従事者の有機リン系農薬暴露によるパーキンソン病発症は、フランスなど世界的に職業業と認知されてい

る。グリホサートは、パーキンソン病と密接に関係しているドーパミンニューロンや GABA ニューロンの神経

変性を起こすことが報告されている。ネオニコチノイド系農薬のクロチアニジンは、高齢者の脳に影響を及ぼす

可能性があることも報告されている。これらの複数の農薬にさらされている宮古島の農業従事者の農薬関連 

パーキンソン病が増加してもおかしくない環境にある。医学的、疫学的調査が必要である。 

宮古島の地下水はカルシウムや鉄を多量に含む高度硬水である。農業関連慢性腎臓病の多発するスリランカの 

農村地帯と環境が酷似している。慢性腎臓病は、将来の透析治療の予備軍である。医学的、疫学的調査が必要で

ある。 

２０１２年米国小児学会は、「農薬暴露は小児がんのリスクを上げ、脳発達に悪影響を及ぼし健康障害を引き

起こす」と勧告している。２０１５年、国際産婦人科連合は「農薬や環境ホルモン等有害な環境化学物質暴露に

より、ヒトの生殖・出産異常、子供の健康障害や発達障害が増加している」と警告している。２０１７年． 

欧州食品安全委員会は「食品中の残留農薬や食品添加物は子供の脳や免疫系の発達に影響を及ぼすので、暴露を

極力下げる事」を提言している。 

工場排水の有機水銀が引き起こした公害病・環境病として水俣病がある。５０年たった今も、胎児性水俣病の 

患者さんは中毒性神経障害で苦しんでいる。魚や猫などの体重が軽く症状が出やすい生物の異変は、その環境で

のヒトへの大規模な健康影響の予兆であるという重要な教訓を残した。６０年前レイチェル・カーソンは、 

「沈黙の春」で、川から魚が姿を消し、森や庭先で鳥の鳴き声も聞かれない異変は、農薬等暴露により生態系に

危機的状況が迫っている予兆であり、警告であると訴えた。 

私たち研究会は、高野クルマエビ養殖場でのクルマエビ全滅の原因に関し、クルマエビ類急性ウイルス血症に

加え、増悪因子として化学農薬の影響を疑った。養殖池残存飼育水や養殖池底砂から、複数のネオニコチノイド

系やフェニルピラゾール系農薬が検出された。クルマエビなどの水生無脊椎動物は、これらの農薬に対し、標的

昆虫に近い高い感受性を有することが報告されている（31)。低濃度であっても、慢性的にこれらの農薬にさら

されたクルマエビでは、成長低下や脱皮の遅延、行動異常(32)そして免疫能が低下することが報告されている

(33)。クルマエビへの PRDV 感染に加え、飼育水の農薬汚染により個体の免疫能が低下し、感染しやすい状態と

なりウイルス感染爆発、共食いの増加そして全滅したと考える。この結果は、まさに坑道のカナリアである。 

「沈黙の春」や「水俣病」で学んだ、ヒトへの深刻な健康影響の予兆であり自然からの警告である。 

 

最後に） 

農薬管理の基礎となる考えは、予防原則であり、特に欧米を中心に多数意見となりつつある。この予防原則と

は、「ヒトに健康影響を及ぼし自然環境に重大あるいは回復不能な影響を及ぼす可能性がある場合は、科学的に
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因果関係が十分証明されない状況でも規制措置を可能にする」という考えである(34)。 

宮古島の地下水は、複数の化学農薬に加え、自衛隊駐屯地からの不十分な排水処理による複数の環境化学物質に

晒されている。更に、陸上自衛隊や海上保安庁の実弾射撃場で使用される鉛弾由来の鉛微粒子、不適切な化学 

肥料施肥や不適切な家畜し尿処理による窒素の地下水への負荷、大問題となった産業廃棄物処理場跡地の残留 

ダイオキシンによる複合汚染の危機に晒されている。飲み水として利用できる唯一の水資源は、この地下水であ

る。「命の水」として大切に受け継いできた。しかし、この１０年で、急激な観光客の増加による大型リゾート 

施設の乱立、家族を含むと千数百人に及ぶ自衛隊駐留、仲原地下ダム付属施設としての地下排水トンネル建設等

自然及び社会環境の激変があり、宮古島の地下水環境は見えないところで大きく変化している。一方、地下水 

汚染の懸念のあるラピサラ計画を、「命の水」を守る強い意志のもと中止に追い込んだが市民の高い意識は、今 

どこに消えたのだろう。 

宮古島市総合基本計画の第一番目に「かけがえのない地下水の保全」、「市民一人ひとりが地下水の仕組みや 

現状についての理解を深める機会を創出し、本市に関わる全ての人が協働して地下水を保全します。」と掲げて

いる。エコアイランド宮古島推進計画 ver.2 で「千年先の未来へ～持続可能な島づくりの取り組み～美しい水を」、

「私たち市民は、島の生活を支えるかけがえのない地下水を守ります。」、「地下水硝酸性窒素濃度２０５０年 

目標： 2.02mg/L」と高らかに宣言している。宮古島の地下水複合汚染の現状を知ると、空虚に感じる。これだ

け化学農薬が使用され、地下水そして水道水にまで検出されているにも関わらず地下水汚染物質は硝酸性窒素だ

けしか考慮していない。子供たちや将来世代の健康影響が懸念される実態があっても、行政は農薬汚染リスクの

認識すらなく、これらの化学農薬による地下水汚染を防ぐためのモニタリング体制は不十分である。市民に対す

る地下水の保全への掛け声だけで、目標を達成する為の実施計画は形ばかりだ。今のままでは、地下水複合汚染

の進行をとめることはできない。 

クルマエビ全滅した養殖池でも農薬が検出されている。これらの農薬の関与はもはや疑う余地はない。 

「沈黙の春」や「水俣病」で学んだ、私達の健康影響への警鐘と捉えるべきだ。今、早急に対策を取らないと 

地下水複合汚染が進み、「水が飲めない。水が飲めない島には、人は住まない。行き着く先は“沈黙の島”」となり

かねない。地下水複合汚染の実態を市民、行政ともに「知り」、「学ぶ」中で対策を練り、市民・行政を中心とし

たステークホルダーで協働管理する地下水ガバナンスの仕組みを作るべきだ。子や孫そして将来世代に清浄な 

地下水を「つたえる」強い意志が、どうしても必要だ。残された時間はない。私達一人一人が、将来世代の健康

と命を守るための責任を自覚し、「沈黙の島」ではなく、真の「持続可能なエコアイランド」達成に向けて、 

今こそ予防原則に基づいて地下水汚染を防ぐために行動を開始すべきです。 
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